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研究成果の概要（和文）： 
イラン、中央アジア、南アジア、トルコを中心とする 17-19 世紀のペルシア語文化圏に関し

て、海外調査を行い、資料収集にあたるとともに、現在の各地でのペルシア語文化のあり方と

その認識について知見を得た。色濃く残るペルシア語文化の影響も存在するが、一方でナショ

ナリズム的発想も根強かった。その中でオルタナティヴとして「ペルシア語文化圏」という概

念の有効性が明らかとなり、今後の研究の発展が見込まれる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The research group visited the regions that belonged to “the Persinate Societies,” such as 
Iran, Central Asia, South Asia and Turkey, and collected materials for history of the regions 
from 17th to 19th century. We confirmed the strong influence of Persianate Culture in each 
region, but some native researchers preferred the framework of nation-states in order to 
understand the history of the regions. Ironically, it shows the effectiveness of the concept of 
“the Persianate society”, and will help us to organize more larger collaborative research. 
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１．研究開始当初の背景 
当時、アジア前近代史で注目されている

概念に「ペルシア語文化圏」があった。歴
史的にペルシア語が文語共通語として用い

られたイラン、中央アジア、インドなどを
こう呼び、これらの地域の共通性と相違点、
ならびに相互の交流の諸相が明らかにされ
つつあった。しかし、この概念は前近代史



のそれにとどまっており、「ペルシア語文
化圏」がその後、どのように変容し、現代
に至るのかという視点を欠いていた。 
そこで、ペルシア語を文化の共通の基礎

におく時期から、それぞれ異なった言語、
民族、国家が形成され分断されて行く過程
を明らかにすることで、近現代史研究、地
域研究にも資する点があるのではないかと
考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究では、「ペルシア語文化圏」とい

う概念をふまえ、これらの地域の近世から

近現代（16～20世紀）における変容を明ら

かにすることを目的とした。 

 ペルシア語はいわばリンガ・フランカと

してこれらの地域において用いられたわけ

であるが、一方で、ペルシア語文化圏は言

語的な重層性を内包していた。このような

普遍性と重層性を併せ持ったペルシア語文

化圏は、18世紀以降、徐々にそれぞれの地

域が個性を深めていき、さらにロシアとイ

ギリスの植民地化によって分断され、そし

て言語・民族・国家をそれぞれの地域で形

成していくことになる。この過程において

、ペルシア語文化圏が持っていた普遍性と

重層性はどのような意味を持ち、どのよう

に同時代の人々に認識され、どのように変

化させられていったのかを追求することが

、最終的な課題であった。 
 
３．研究の方法 
現地や欧米において海外調査を通じて、以下
の研究方法を採用した。 
(1)ペルシア語文化圏が第一には「文語とし
てペルシア語が用いられたか、あるいはペル
シア語に強い影響を受けた文語を使用した
地域」であることから、まず文献研究が重要
な方法であった。ペルシア語文化圏で生み出
された一つの文献類型を、通時的に地域を問
わず研究対象として、その変化からペルシア
語文化圏の変容を読み解いた。 
(2)今日の現地の歴史叙述において、ペルシ
ア語文化圏が以下に扱われているか、という
問題を探求した。現地で発行されている研究
書の収集、および現地の研究者との意見交換
を行った。 
(3)今日のペルシア語をとりまく言語の使用
状況を調査した。かつてペルシア語文化圏に
属していた地域は、口語においても多言語か
つ重層的な言語使用構造をしている場合が
多い。この調査は二つの目的があった。第一
に文献資料では研究することが困難なペル
シア語の口語に関する現代の多言語かつ重
層的構造を明らかにすることで、過去の口語

文化に関する理解を深めた。第二に現在の状
況がいかなる経緯で出現したのが、その過程
を歴史学と言語学の共同作業によって考察
した。 
 
４．研究成果 
(1) 以下のように、研究代表者、研究分担
者、研究協力者が、海外調査を行った。 
2006 年度 
・川口琢司 ウズベキスタン、カザフスタン、

イギリス 
・矢島洋一 トルコ 
・渡部良子 イラン 
・中西竜也 中国 
・近藤信彰 インド、イラン 
2007 年度 
・守川知子 イラン 
・二宮文子 インド 
・森本一夫 トルコ、オーストリア 
・菅原睦  トルコ 
・近藤信彰 インド 
2008 年度 
・森本一夫 カナダ 
・渡部良子 フランス 
・近藤信彰 インド、イラン 
・菅原睦  ドイツ 
2009 年度 
・近藤信彰 タジキスタン、イラン 
・菅原睦  トルコ 
のべ計 12 カ国に計 8 名の研究者が調査に赴
いた。 
(2)出版物と学会発表、ワークショップ 
 研究代表者と研究分担者全員が執筆した
『ペルシア語が結んだ世界』（図書②）がも
っともまとまった成果であり、代表者と分担
者１名が執筆した『世界史大系 南アジア史 
2 中世・近世』も今後の研究の基礎となる重
要な文献である。図書⑨は、テヘラン大学優
秀出版賞を受賞した。さらに、報告書の出版
を予定している。 
 研究代表者が企画した国際ワークショッ
プ "The Formation of Perso-Islamic 
Culture: The Mongol Period and Beyond"
が 2009 年 3 月にアジア・アフリカ言語文化
研究所で開催され、研究協力者２名が報告を
行った。 
 特筆すべきは国際的な発信であり、研究代
表者・研究分担者の国際学会での発表は、４
年度で計 14 回を数えた。 
(3) 研究内容では、現在の各地でのペルシア
語文化のあり方とその認識について知見を
得たことが最大の成果である。かつてペルシ
ア語文化圏に属した地域に、ペルシア語文化
が色濃く残ることが確認でき、一方で近代的
ナショナリズム的発想に基づいて過去を語
る現地の研究者も多いこともわかった。イン
ドにおけるペルシア語文化の現在、タジキス



タンにおいて進む脱ロシア語化の政策など、
がとりわけ興味深かった。その中でオルタナ
ティヴとして「ペルシア語文化圏」という概
念の有効性が明らかとなった。カナダ、ドイ
ツ、フランスから研究者を招いて行った国際
ワークショップを通じて、このテーマはさら
に国際的共同研究に結びつけられることが
明らかとなり、今後のさらなる研究の発展が
期待される。 
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⑦Nobuaki Kondo. “ The Old Friday Mosque and 
the Waqfs in Tehran” IAS-AEI Conference: New 
Horizons in Islamic Area Studies. 2008/11/23 
Nikko Hotel, Kuala Lumpur 
⑧Kazuo Morimoto “Writings of Sayyid/Sharif 
Genealogists: Different Types, Different 
Functions” International Seminar “Religious and 
Political Uses of Genealogies in Islamic 
Societies” 2008/11/8 Alcala de Henares, Spain 
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The Seventh Biennial Conference of Iranian 
Studies, Hotel Park Hyatt Toronto 
⑫Morimoto, Kazuo, “Al-Samhudi an ‘Ilm and 



Nasab: A Reading of the Jawahir al-‘Iqdayn.” 
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2007/9/18 京都大学羽田記念館 
⑰近藤信彰. 「19 世紀テヘランのマドラサと
ワクフ」日本オリエント学会第 48 回大会 
2006/10/29 早稲田大学. 
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